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　この度、第２次和歌山地域司法計画を策定し、県民の皆様に発表する運びとなりました。本

会は、２００２（平成１４）年１０月に和歌山地域司法計画を作成していますので、１０年振

りの改訂です。私は、最初の地域司法計画の作成作業にも携わりましたが、時のたつのは早い

もので、もう１０年になるのかという、思いがあります。

　ただ、この１０年を振り返れば、２００１（平成１３）年６月１２日に司法制度改革審議会

意見書が提出された後、司法界はまさに激動の時代に突入し、現在もその渦中にあるのではな

いかと思います。法科大学院制度の創設、被疑者国選弁護制度の導入、裁判員制度の導入、刑

事裁判への被害者参加制度の創設、日本司法支援センター（法テラス）の設立など、戦後司法

の重大な改革がなされました。

　第２次和歌山地域司法計画は、この１０年の本会の取組みを振り返り、今後の取組みについ

ての基本的な方針を述べています。この１０年間の活動を見ますと、激動の司法界の中で和歌

山弁護士会も正面から向かい合い、県民の権利を擁護するために種々活動してきたことがわかっ

ていただけるのではないかと思います。もちろん、１０年前の２００２（平成１４）年１０月

の会員数は７０名にすぎず、小規模な単位会ですので、十分な活動ができたか否かは何とも言

えません。しかし、近年、会員数は急増し、２０１２（平成２４年）７月１日時点で会員数は

１２７名と大幅に増加しました。その中でいわゆる弁護士ゼロワン地域も解消しました。

　今後、弁護士経験年数の長い会員に加え、近年、増加した若手会員が会務を担う中心的役割

を果たし、県民のための司法をさらに充実させて行きたいと考えています。第２次和歌山地域

司法計画は、和歌山における司法の推移を知る上での資料的価値も十分あると思いますので、

是非ご一読いただき、ご意見などいただければ幸いです。また、言いっ放しでは計画になりま

せん。検証が必要です。１０年後になるか否かはわかりませんが、検証に耐えうるように、計

画を実行することが必要であることは言うまでもありません。このことを自戒する必要がある

と思います。

　本書は地域司法計画作成検討プロジェクトチームの藤井幹雄座長を中心に、関係委員会の総

力を結集して、作成されました。最後に、本書策定に携った多くの会員に感謝申し上げ、私の

挨拶とさせていただきます。
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